
潤
沢
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
設
備
投
資
、
配
当
、
賃
金
へ
還
元�

【特集】�

ニ
ッ
ポ
ン
企
業
の
�

　
　
財
務
診
断
� 日

本
経
済
の
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
の
下
で
企
業
は
ひ
た
す
ら
リ
ス
ト
ラ
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
い
ま
や
過
去
一
〇
年
と
は
明
瞭
に
異
な
る
フ
ェ
ー
ズ

に
入
っ
た
。
ニ
ッ
ポ
ン
企
業
の
収
益
性
は
完
全
に
回
復
し
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。

過
剰
債
務
の
調
整
が
進
展
し
、
今
後
は
ヒ
ト

と
カ
ネ
の
有
効
活
用
に
よ
る
競
争
力
の
強
化

が
課
題
と
な
る
。�

み
ず
ほ
総
合
研
究
所
�

　
シ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
�

　
　
山
本
　
　
淳
　
�

　
　
山
本
　
康
雄
�

ニ
ッ
ポ
ン
企
業
の
一
〇
年
〜�

　
　
財
務
・
雇
用
リ
ス
ト
ラ
進
む
も�

　
　
構
造
的
利
益
率
の
低
さ
は
不
変�

経
営
思
想
は

市
場
主
義
へ
と
傾
斜
し
た

九
〇
年
代
は
「
失
わ
れ
た
一
〇

年
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
間
、
わ
が
国
経
済
の
不
調
が
長
期

化
し
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
分
野
で

構
造
改
革
が
叫
ば
れ
て
き
た
。
構
造

改
革
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

点
で
ア
メ
リ
カ
経
済
の
制
度
や
経
営

手
法
を
模
倣
し
た
も
の
が
多
い
。
模

倣
し
よ
う
と
意
識
し
な
く
て
も
、
経

済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
各
種
規
制

が
緩
和
・
撤
廃
さ
れ
て
い
く
と
、
世

界
経
済
の
中
心
で
あ
る
が
ゆ
え
に
ア

メ
リ
カ
の
制
度
に
収
斂
し
て
い
く
と

い
う
側
面
も
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
受
け
た
企
業

経
営
は
、
従
来
よ
り
も
市
場
指
向
型

の
も
の
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
株
式
市
場
を
通
じ
た
規
律

付
け
に
よ
り
効
率
的
な
企
業
経
営
を

さ
せ
よ
う
と
い
う
思
想
が
力
を
も
っ

て
き
た
。
そ
し
て
、
株
価
を
意
識
し

た
経
営
、「
企
業
価
値
イ
コ
ー
ル
時

価
総
額
」
と
い
う
考
え
方
が
強
調
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結

果
、
経
営
目
標
は
そ
れ
ま
で
の
市
場

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
一
〇
年
間
で
、
日
本
企
業
の
経
営
思
想
は
市
場
主
義
に
傾
斜
し
、
急
速
な
財
務
リ
ス
ト
ラ
、
雇
用
リ

ス
ト
ラ
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
が
本
当
に
最
適
な
資
本
構
成
な
い
し
労
働
分
配
率
を
実
現
し
て
い
る
か

に
関
し
て
は
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
企
業
の
構
造
的
な
利
益
率
の
低
さ
に
関
し
て
も
改
善
の

兆
候
が
み
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
と
い
っ
た
経
営
資
源
を
有
効
活
用
し
て
高
い
生
産
性
に
結

び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
財
務
リ
ス
ト
ラ
後
の
課
題
に
な
る
。
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【
特
集
】

ニ
ッ
ポ
ン
企
業
の
財
務
診
断
�

�高
収
益
背
景
に
競
争
力
強
化
の
�

設
備
投
資
拡
大
へ
�

負
債
返
済
ペ
ー
ス
の
緩
和
と
株
式
発
行
に
よ
る
資
金
調
達�

野
村
証
券
金
融
経
済
研
究
所
�

シ
ニ
ア
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
�

　
伊
藤
　
高
志
�

八
七
〜
九
〇
年
度
以
来
の

四
期
連
続
増
益
も

〇
四
年
度
の
日
本
企
業
の
経
常
増

益
率
は
二
二
・
二
％
と
な
り
、
〇
二

年
度
を
起
点
と
し
て
九
四
〜
九
六
年

度
以
来
と
な
る
三
期
連
続
の
増
益
決

算
と
な
っ
た
（
以
下
で
は
断
り
の
な

い
限
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
四
〇
〇

（
除
く
金
融
）
の
集
計
値
を
も
と
に

業
績
動
向
を
論
ず
る
）。

下
期
こ
そ
在
庫
調
整
の
影
響
か
ら

電
機
・
精
密
を
中
心
と
し
て
予
想
利

益
の
下
方
修
正
が
相
次
い
だ
も
の

の
、
最
終
的
に
は
決
算
発
表
前
の
三

月
時
点
予
想
を
上
回
っ
て
着
地
し
て

お
り
、
企
業
の
景
況
感
悪
化
が
長
期

化
す
る
懸
念
は
回
避
で
き
た
と
み
て

よ
い
だ
ろ
う
。

業
種
別
で
は
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
四
〇

〇
（
除
く
金
融
）
を
構
成
す
る
一
八

業
種
の
う
ち
、
家
庭
用
品
を
除
く
一

七
業
種
で
前
年
度
比
経
常
増
益
と
な

っ
た
。
と
く
に
化
学
、
鉄
鋼
・
非

鉄
、
機
械
、
運
輸
（
海
運
）、
商
社

の
五
業
種
で
増
益
額
全
体
の
七
割
弱

を
稼
ぎ
出
し
て
い
る
。
�
石
油
な
ど

一
次
産
品
価
格
上
昇
の
製
品
価
格
へ

の
転
嫁
が
順
調
に
行
わ
れ
た
こ
と
、

�
設
備
投
資
が
旺
盛
で
あ
っ
た
こ

と
、
�
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
モ
ノ

の
動
き
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
、
な

ど
が
背
景
に
あ
ろ
う
（
第
１
表
）。

〇
五
年
度
は
三
・
八
％
経
常
増
益

を
見
込
む
。
こ
の
予
想
が
実
現
す
れ

ば
、
わ
が
国
の
企
業
収
益
は
〇
二
年

度
を
起
点
と
し
て
、
八
七
〜
九
〇
年

度
以
来
の
四
期
連
続
経
常
増
益
と
な

る
。
業
種
別
で
は
金
融
を
除
く
一
八

業
種
中
、
一
四
業
種
が
増
益
予
想
、

四
業
種
が
減
益
予
想
で
あ
る
。

全
体
の
増
益
に
対
す
る
寄
与
度

は
、
電
機
・
精
密
が
筆
頭
に
躍
り
出

る
ほ
か
、
商
社
、
鉄
鋼
・
非
鉄
、
化

わ
が
国
企
業
は
、
収
益
性
、
資
本
投
資
、
資
金
調
達
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
過
去
一
〇
年
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
フ
ェ
ー

ズ
に
入
っ
た
。
本
稿
で
述
べ
る
世
界
は
、
鬱
々
と
し
た
九
〇
年
代
と
比
較
す
れ
ば
バ
ラ
色
に
映
る
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
、
冷
静
に
考
え
れ
ば
、
行
く
先
は
、
�
常
に
競
争
力
を
高
く
保
つ
取
組
み
を
強
い
ら
れ
、
�
節
度
の
き
い
た
設
備
投
資

と
資
金
調
達
を
行
い
、
�
（
適
切
な
株
主
還
元
に
よ
り
）
余
分
な
株
主
資
本
を
た
め
込
む
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
経
営
判
断

を
誤
る
と
大
き
く
財
務
基
盤
が
揺
る
ぎ
か
ね
な
い
、
油
断
の
な
ら
な
い
世
界
で
も
あ
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
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ニ
ッ
ポ
ン
企
業
の
財
務
診
断
�

�資
産
回
転
率
向
上
に
よ
る
�

　
　
　
財
務
の
柔
軟
性
確
保
が
課
題
�

新
た
な
連
携
に
よ
る
保
有
設
備
・
事
業
ノ
ウ
ハ
ウ
の
有
効
活
用
を�

商
工
中
金
 
�

審
査
第
一
部
長
�

 

荒
波
　
辰
也
�

大
企
業
上
回
る
総
資
産

経
常
利
益
率
の
減
少
幅

〇
一
年
度
を
起
点
に
足
も
と
三
年

間
の
大
企
業
（
資
本
金
一
〇
億
円
以

上
）
の
収
益
状
況
を
み
る
と
、「
減

収
減
益
」
か
ら
「
減
収
増
益
」、
さ

ら
に
「
増
収
増
益
」
へ
と
、
景
気
回

復
過
程
に
沿
っ
た
動
き
を
み
せ
て
い

る
（
第
１
表
）。

こ
れ
に
対
し
、
中
小
企
業
（
同
一

〇
〇
〇
万
円
以
上
一
億
円
未
満
）
の

回
復
は
遅
れ
気
味
で
、
〇
二
年
度
は

〇
一
年
度
に
引
き
続
き
「
減
収
減

益
」
と
な
り
、
〇
三
年
度
は
「
増

益
」
に
転
じ
た
も
の
の
、
減
収
が
続

い
て
い
る
。
当
金
庫
取
引
先
の
う
ち

三
万
を
超
え
る
デ
ー
タ
を
抽
出
し
た

が
、
経
費
圧
縮
努
力
等
が
奏
効
し
、

増
益
に
転
じ
た
企
業
が
過
半
を
占
め

て
い
る
。

中
小
企
業
の
収
益
力
に
つ
い
て
、

六
〇
〜
七
三
年
度
「
高
度
成
長

期
」、
七
四
〜
九
〇
年
度
「
安
定
成

長
期
」、
九
一
〜
〇
三
年
度
「
ゼ
ロ

成
長
期
」
の
三
期
に
分
け
て
総
資
産

経
常
利
益
率
の
推
移
を
み
た
（
第
２

表
）。
高
度
成
長
期
に
は
中
小
企
業

が
大
企
業
よ
り
高
か
っ
た
が
、
七
四

〜
九
〇
年
度
に
三
・
二
％
へ
低
下

し
、
九
一
〜
〇
三
年
度
に
は
一
・
九

％
と
さ
ら
に
低
下
し
て
い
る
。
売
上

高
経
常
利
益
率
、
総
資
産
回
転
率
が

鈍
化
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
要
因

で
あ
る
。

投
資
に
見
合
う
収
益
を

確
保
で
き
ず

安
定
成
長
期
以
降
も
、
技
術
革
新

や
新
事
業
部
門
へ
の
進
出
、
親
会
社

等
の
受
注
先
か
ら
の
要
請
な
ど
に
よ

り
、
多
く
の
中
小
企
業
が
キ
ャ
ッ
シ

全
国
中
小
企
業
の
財
務
に
つ
い
て
、「
法
人
企
業
統
計
年
報
」（
利
用
デ
ー
タ
は
原
数
値
）
の
時
系
列

値
を
用
い
て
分
析
し
た
。
中
小
企
業
の
特
長
は
「
経
営
環
境
変
化
へ
の
俊
敏
な
対
応
」
に
あ
る
が
、

バ
ブ
ル
景
気
崩
壊
後
の
経
済
が
ゼ
ロ
成
長
と
な
り
、
過
年
度
の
投
資
を
主
因
と
し
た
「
高
い
借
入
依

存
度
」
の
た
め
に
、
効
率
経
営
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。
ま
た
、
進
行
す
る
素
材
価
格
の
高
騰
や
将

来
の
金
利
上
昇
リ
ス
ク
に
対
す
る
布
石
と
し
て
、
財
務
的
耐
性
を
高
め
る
必
要
も
あ
る
。
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